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２０１９年９月６日 日本鉄道労働組合連合会 

「21 世紀の鉄道を考える議員フォーラム」所属議員秘書との 

ＪＲ連合の政策・組織課題に関する勉強会 

さらなる連携強化を通じた諸課題解決を図っていく 
９月２日、ＪＲ連合は「21 世紀の鉄道を考える議員フォーラム」所属議員秘書

との勉強会を開催した。50 人を超える議員秘書と、ＪＲ連合加盟各単組の政策担

当者らが意見交換を行い、エリアごとの課題認識を共有し、今後の解決にむけた

取り組みに対する理解と協力を求めた。 

勉強会の冒頭、主催者を代表して挨拶に立った荻山市朗会長は「ＪＲ連合は目

下ＪＲにおける責任産別の地位を揺るぎないものにしているが、ＪＲで働くすべ

ての仲間の『ＪＲ連合への総結集』にむけた取り組み強化を進めている」と語り、

組織課題・政策課題をはじめとする課題解決のためには政治との連携は欠かせな

いと訴えた。 

その後、中山耕介組織部長が「ＪＲ連合

の組織課題」として、ＪＲ産業への革マル

派浸透問題に対する政府等の公式見解な

どに触れ、「この『国家の治安問題』を１

日でも早く解決しなければならない」と賛

同を求めた。中村鉄平交通政策部長からは

「2019 年度の重点政策課題」について、

2020 年度税制改正、自然災害への対応、地

域公共交通の維持活性化、整備新幹線を取り巻く課題を説明。とりわけ、モーダ

ルシフト推進に不可欠な「ＪＲ貨物の高性能機関車に対する固定資産税の特例措

置」等の適用延長とともに、ＪＲ北海道・ＪＲ四国への支援策が 2020 年度で節

目を迎えることから、2021 年度以降の支援実現にむけても議員フォーラムとの

連携が必要であると呼びかけた。 

エリアごとに分かれた意見交換会では、課題と解決に向けた方策を披瀝し、参加し

た秘書からも政治的なアプローチを踏まえた意見が出された。 
ＪＲ連合は、引き続きＪＲ連合国会議員懇談会、21 世紀の鉄道を考える議員フォ

ーラム、地方議員団連絡会といった政治との連携を深めつつ、組織課題・政策課題の

解決へと着実に前進させていく。 


